










　先天異常の成因を明らかにするためには,retrospective study よりも

prospective study がはるかに有用なことは言うまでもない。しかし

prospective study は困難が多いので,その報告はほとんどない実状である。

そのなかで,約 1万 5千名の多数について,妊娠中から学令に至るまで継続して

健康状態を追跡調査したこの研究は,極めて貴重なものである。

　疫学調査における先天異常の基準を定めることの必要性と困難性を種々論じ

ているが,同感である。しかし,その困難をのりこえ,さらには出生時のみでは

なく,その後の検診て先天異常がどのように追加発見されるか,また,その程度

を治療不要,治療可能及び治療不可能に分けるなどのことにも,留意してはどう

か。


